
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

沖縄県立首里東高等学 校長だより 第１号 

 

令和６年５月１８日(金) 

発行者 校長 伊志嶺嘉典  

４月より県立首里東高等学校の校長を拝命しました伊志嶺嘉典と申します。遅くなりましたが、

これから定期的に「校長だより」を発行していきます。タイトルは、校歌の歌詞「東雲晴れて 気

宇高く･･･」から引用しました。令和６年度が素晴らしい年度となるよう共に頑張りましょう！ 

～ 進路講演会 ～ 

5 月 14日（火）に本校の卒業生、幸地賢尚様（yu-i FACTORY

代表）を講師にお招きし、第１回進路講演会が行われました。幸地

さんは、沖縄で初めて県産ハブ革の加工から製造販売までを行う事

業を起こしました。沖縄の資源で、自分にしかつくれない特産品を

つくりたいと、県内に多く生息する「ハブ」に目をつけたそうです。

起業した当初は、材料となるハブの仕入れや、なめし技術の習得な

ど苦労も多かったそうですが、楽しみながらコツコツと取り組んで

いったそうです。 

成人しても高校２年生の時にノート書いた「夢＝目標」に、夢を

実現させるためにやっておいた方がよいと思うことなどを書き出

し、財布に入れて持ち歩いていたとのことです。「目標は変わっても

よいが、目的は変わらない方がよい」「自分のやりたいことは、身近

にあるかもしれないので、漫然と日々を過ごすのではなく、いろん

なことに挑戦してほしい」ことなど、後輩へ 

たくさんのメッセージをいただきました。 

さて、在校生のみなさん、先輩の言葉はし 

っかり届いたでしょうか？在学中に自分の強 

みや自分にしか感動できないことをみつけ、 

自分の個性を磨く充実した高校生活を送って 

ください。                  ※幸地さんのノート 

授業参観 

先日は、お忙しい中、授業

参観たくさんの保護者の皆

様がご参加くださり、ありが

とうございました。当日は、

生徒の皆さんもいつも以上

にしっかり授業へ取り組ん

でおりました。保護者の皆様

にも生徒たちの様子を見て

いただくことができ、嬉しく

思います。 

本校教育について感じた

ことや疑問に思ったことな

ど、何かありましたら、気軽

にご連絡ください。 

生徒たちの健やかな成長

のために、共に連携を図りな

がら、手を取り合っていきま

しょう！ 

授業を担当した先生方、お

疲れ様でした。 

 
 

あなたが生まれたとき、 
周りの人たちは笑って、あなたは泣いていた。 

だからあなたが死ぬときは、 
あなたは笑って、周りの人たちは泣いている。 

そのような人生を生きなさい。 
（ネイティブ・アメリカンの言葉） 

 
この言葉は、一緒に勤務させていただいた上原源三先生の座
右の銘です。人の生き方、あり方を考えさせられる、とても
いい言葉ですね。 

時の言葉・格言等 ＊＊ 雑談 ＊＊ 
 歓迎球技大会前日の昼食時に１

年生２名、翌日には４名が校長室を

訪れてくれました。みんなで一緒に

ランチを共にし、いろいろな話をし

て楽しい時間を過ごすことができ

ました。 

校長と話がしたい生徒は歓迎し

ますので遊びにきてください。 


